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残
暑
が
厳

し
い
が
、
そ
ろ

そ
ろ
〝
４
人
揃

え
ば
〟
ゴ
ル
フ

を
す
る
に
も
良

い
季
節
に
な
っ

た
。
バ
ブ
ル
時
代
か
ら
す
る
と
ゴ

ル
フ
人
口
は
半
分
と
い
わ
れ
る
が
、

全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
を
制
し
た「
シ

ブ
コ
」
効
果
で
、
若
者
な
ど
が
始

め
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
▼
と
こ

ろ
で
、学
生
時
代
〝
４
人
揃
え
ば
〟

麻
雀
を
打
っ
て
い
た
。
メ
ン
ツ
捜

し
に
四
苦
八
苦
し
、「
徹
マ
ン
」
ど

こ
ろ
か
丸
２
日
、講
義
を〝
サ
ボ
り
〟

没
頭
し
た
。
疲
労
と
空
腹
で
極
め

て
不
健
康
で
あ
っ
た
が
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
仲
間
の
性

格
も
よ
く
分
か
っ
た
▼
昨
今
『
健

康
麻
雀
』
が
流
行
っ
て
い
る
。
専

用
の
教
室
も
あ
る
が
、
地
域
公
民

館
で
も
健
康
麻
雀
教
室
の
講
座
が

開
か
れ
、応
募
が
多
い
と
聞
く
。「
賭

け
な
い
」「
飲
ま
な
い
」「
吸
わ
な
い
」

の
１
日
２
～
３
時
間
、
脳
ト
レ
と

指
ト
レ
で
心
と
体
の
活
性
化
に
な

る
。
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
）
の
種
目
で
も
あ
り
、

認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
る
▼
人

生
１
０
０
年
に
老
後
資
金
が
不
足

す
る
時
代
。
だ
が
、
健
康
が
一
番
。

麻
雀
愛
好
者
は
５
０
０
万
人
と
い

わ
れ
る
が
、〝
４
人
揃
え
ば
〟 『
健
康

麻
雀
』。「
リ
ー
チ
・
ツ
モ
・
タ
ン

ヤ
オ
・
ピ
ン
フ
・
イ
ー
ペ
ー
・
三

色
・
ド
ラ
１
」（
倍
満
）
で
和
が
れ

ば
気
分
爽
快
か
も
し
れ
な
い
。
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県労福協，連合鹿児島，九州労金
こくみん共済 coop＜全労済＞，

生協連

誰もが安心して働き続けられる社会をめざして
2020年度県予算編成に向けた政策提言を県知事に要請！

鹿児島県の最低賃金改定
時間額：790円
※令和元年10月３日より臨時、
パート、アルバイ
トなど鹿児島県下
のすべての労働者
（産業別最賃適用
者を除く）が対象
となります。

　
連
合
鹿
児
島
は
、
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
な
ら
び
に
県
退
職

者
団
体
連
合
と
連
携
し
て
、
２

０
２
０
年
度
県
予
算
編
成
に
向

け
た
政
策
提
言
を
取
り
ま
と
め
、

９
月
６
日
（
金
）、連
合
鹿
児
島

の
下
町
会
長
を
は
じ
め
11
人
が

出
席
し
て
、
鹿
児
島
県
の
三
反

園
知
事
へ
要
請
行
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

三反園訓知事へ要請する連合鹿児島下町会長ほか11名

　
当
日
、下
町
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、連
合
鹿
児
島
の
日
高
事
務

局
長
は
、提
言
内
容
が
10
政
策
、
42
課
題
と
多
岐
に
渡
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、

１
．「
経
済
政
策
」
で
は
、取
引
の
適
正
化
の
実
現
に
つ
い
て
、連

合
鹿
児
島
が
働
き
方
も
含
め
た
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
付
加
価
値
の
適
正
配
分
」
の
必
要
性
を
職
場
労
使
で
共
有
す

る
と
と
も
に
、広
く
社
会
に
向
け
た
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、中
小
企
業
経
営
の
下
支
え
も
意

識
し
た
取
引
制
度
の
適
正
化
と
実
効
性
を
高
め
る
取
り
組
み
の

強
化
。

２
．「
雇
用
・
労
働
政
策
」
で
は
、労
働
力
人
口
の
減
少
、新
規
学

卒
者
の
県
外
流
出
等
に
つ
い
て
、賃
金
以
外
の
①
良
質
な
雇
用

環
境
の
維
持
・
確
保
、②
働
く
者
の
た
め
の
働
き
方
改
革
に
向

け
た
監
督
体
制
の
強
化
、③
良
質
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
実
現

に
向
け
た
対
応
、④
外
国
人
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
環
境
整
備
。
あ
わ
せ
て
10
月
３
日
に
改
定
さ
れ
る
最
低

賃
金
の
履
行
確
保
と
、賃
金
の
底
上
げ
と
適
正
価
格
に
よ
る
商

取
引
の
実
現
に
向
け
た
公
契
約
条
例
の
制
定
の
必
要
性
。

３
．「
社
会
保
障
政
策
」
で
は
、人
材
不
足
が
慢
性
的
か
つ
深
刻
化

し
て
い
る
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
保
育
分
野
で
働
く
皆
さ
ん
が

長
く
働
き
、仕
事
に
や
り
が
い
や
誇
り
が
持
て
る
環
境
整
備
や

処
遇
改
善
に
向
け
た
支
援
策
の
拡
充
と
出
水
市
で
発
生
し
た
女

児
虐
待
の
事
件
解
明
を
通
じ
た
対
策
お
よ
び
子
供
の
貧
困
対
策

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
徹
底
。

４
．「
男
女
平
等
と
人
権
政
策
」
で
は
、男
女
平
等
参
画
を
は
じ
め
、

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、性
別
・
年
齢
・
国
籍
・
障
が

い
の
有
無
・
就
労
形
態
に
関
わ
り
な
く
、誰
も
が
平
等
・
対
等

で
、多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が
出
来
る
職
場
・
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、経
済
・
産
業
政
策
と
雇
用
政
策
の
一
体
的
な
推
進

お
よ
び
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化
の
必
要
性
と
、働
く
者
の
代
表

を
県
が
企
画
す
る
協
議
会
等
へ
の
積

極
的
な
参
画
―
―
の
４
点
に
絞
り
、

概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
意
見

交
換
で
は
、
①
児
童
虐
待
の
現
状
と

課
題
解
決
、
②
教
育
現
場
に
お
け
る

就
学
環
境
の
改
善
・
教
員
定
数
の
確

保
・
働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
対
す

る
地
域
で
の
理
解
促
進
、
③
公
務
職

場
に
お
け
る
人
員
と
業
務
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
、
④
期
限
切
れ
間
近
の
防
災
備
蓄

品
の
活
用
と
広
域
備
蓄
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
⑤
地
域
創
生
人
財
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
活
用
、⑥
男
女
平

等
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
現
場

で
の
研
修
等
の
必
要
性
、⑦
中
小
企
業

対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
取
り
組
み

の
強
化
、
⑧
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
、⑨
豚
コ
レ
ラ
対
策

を
は
じ
め
と
す
る
防
疫
体
制
の
強
化

等
に
つ
い
て
、参
加
者
よ
り
補
強
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
三
反
園
知
事
よ
り
「
全
て

が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
次
年
度
予

算
編
成
に
向
け
て
検
討
す
る
」
と
の

考
え
が
示
さ
れ
、要
請
は
終
了
し
ま
し

た
。
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助成団体代表と審査委員の皆さん

コーヒーを淹れる
ＹＯＵＴＨ ＳＥＮＳＥのメンバー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
搾
取
詐
欺
が
多
発
�《
要
注
意
》

第
16
回「
鹿
児
島
地
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

10
団
体
へ
２
１
０
万
円
を
贈
呈

　
昨
今
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
「
封
筒

す
り
替
え
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
搾
取
詐
欺
」が
多
発
し
て
い
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

≪
詐
欺
の
手
口
≫

①
犯
行
グ
ル
ー
プ
は
ま
ず
「
警
察
官

や
全
国
銀
行
協
会
の
職
員
」
な
ど

を
か
た
っ
て
高
齢
者
ら
の
自
宅
に

電
話
を
か
け
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
な
ど

と
虚
偽
の
説
明
を
し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
準
備
さ
せ
る
。

②
そ
の
後
自
宅
を
訪
れ
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
は
封
筒
に
入
れ
て
厳

重
に
保
管
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ

て
、
玄
関
先
で
あ
ら
か
じ
め
用
意

し
て
い
た
封
筒
に
カ
ー
ド
と
暗
証

番
号
を
書
い
た
メ
モ
を
入
れ
さ
せ

　
九
州
労
働
金
庫
鹿
児
島
県
本
部
は

８
月
10
日
（
土
）、
同
金
庫
鹿
児
島

支
店
５
階
大
ホ
ー
ル
で
「
鹿
児
島
地

区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
回
で
第
16
回
目

を
迎
え
、
当
日
は
助
成
が
決
定
し
た

10
団
体
と
申
請
を
行
っ
た
３
団
体
の

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
来
賓
、
審
査

委
員
、
ろ
う
き
ん
職
員
ら
合
わ
せ
て

47
人
が
集
ま
り
、
総
額
２
１
０
万
円

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
開
式
前
に
は

ホームページURL変更のお知らせ
　このたび九州ろうきんのホームページURL
を、情報セキュリティー対策強化のため変更い
たしました。
　お客さまには、ご不便とご迷惑をお掛けいた
しますが、何卒ご理解いただきますようお願い
いたします。
１．変更日
　　2019年９月２日（月）
２．変更内容

URL

変更前 http://kyusyu.rokin.or.jp/

変更後 https://kyusyu-rokin.com/

　当金庫ホームページをお気に入り登録等さ
れている場合は、URLの変更をお願いいたしま
す。
　なお、2020年９月30日までは、「変更前」の
旧URLへアクセスした場合でも、自動的に「変
更後」の新URLに転送されるため閲覧は可能
です。

30
分
程
度
の
名
刺
交
換
会
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
ら
が
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　
開
会
に
際
し
、
主
催
者
を
代
表
し

て
森
田
県
本
部
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、
平
井
一
臣
審
査
委
員
長

が
「
今
回
、
43
団
体
の
中
か
ら
10
団

体
へ
の
助
成
を
決
定
し
た
。
今
週
は

じ
め
に
参
加
し
た
九
州
ろ
う
き
ん
Ｎ

Ｐ
Ｏ
継
続
助
成
の
報
告
会
で
、
他
県

の
状
況
も
聞
い
た
が
、
43
団
体
か
ら

申
請
が
あ
っ
た
の
は
多
い
数
だ
と
実

感
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
始
め
と
し
た
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

取
り
組
み
や
、
鹿
児
島
県
や
鹿
児
島

市
の
行
政
の
中
で
共
生
・
協
働
に
関

連
す
る
方
々
か
ら
の
ご
案
内
と
ご
紹

介
も
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
領
域
が
広
が
っ
て
お
り
、

行
政
等
で
は
す
ぐ
に
手
が
回
ら
な
い

課
題
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

市
民
団
体
の
活
動
が
補
っ
て
い
る
。

申
請
団
体
で
は
、
児
童
虐
待
な
ど
も

発
生
す
る
中
、
子
供
を
取
り
巻
く
問

題
に
向
き
合
う
活
動
が
比
較
的
に
多

か
っ
た
。
災
害
等
で
は
、
子
供
だ
け

で
な
く
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
大
き

な
負
荷
を
被
る
現
実
も
あ
り
、
自
己

解
決
・
自
助
努
力
で
は
な
く
社
会
的

に
課
題
を
考
え
、
解
決
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
。
地
域
や
集
落
の
力
が

無
い
と
、
災
害
の
回
避
や
災
害
後
の

取
り
組
み
も
難
し
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
社

る(

暗
証
番
号
は
口
頭
で
聞
く
こ

と
も
あ
る)

。

③
次
に
「
封
筒
に
割
り
印
が
必
要
」

と
言
い
、
高
齢
者
ら
が
印
鑑
を
取

り
に
い
っ
た
隙
に
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
な
ど
「
別
の
カ
ー
ド
が

入
っ
た
封
筒
」
と
す
り
替
え
て
渡

し
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗

証
番
号
を
書
い
た
メ
モ
の
入
っ
た

封
筒
」を
騙
し
取
る
手
口
で
あ
る
。

④
高
齢
者
に
「
す
り
替
え
ら
れ
た
別

の
カ
ー
ド
（
本
人
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
は
な
い
）
が
入
っ
た
封

筒
」
を
保
管
さ
せ
る
こ
と
で
、
自

分
の
口
座
か
ら
不
正
に
払
い
出
さ

れ
た
こ
と
に
気
づ
く
ま

で
、
被
害
の
発
覚
を
遅

ら
せ
る
狙
い
が
あ
る
。

会
の
毛
細
血
管
を
担
い
、
一
人
ひ
と

り
が
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
な
が
ら

行
政
と
も
協
力
し
問
題
や
課
題
を
解

決
し
て
社
会
を
変
え
て
い
る
立
場
。

今
後
も
活
動
を
充
実
さ
せ
、
社
会
を

生
き
生
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
経
過
報
告
と
講
評
を

述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
目
録
贈
呈
や
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
、
助
成
を
受
け
た
団
体
の

活
動
内
容
や
助
成
金
の
活
用
方
針
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
度
の
助
成
団
体
の
活
動
報
告
に
つ

い
て
も
配
布
資
料
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
、
昨
年
に
続
き
鹿
児
島

の
大
学
生
が
運
営
す
る
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
」に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

ス
タ
ン
ド
が
出
店
し
参
加
者
は
飲
み

物
や
軽
食
を
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
や
今

後
の
方
向
性
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 
Ｓ

Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
司
会
を
務
め
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
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巨
大
な
虎
や
牛
、
鶴
、
鹿
な
ど
の

張
り
子
が
舞
い
、
勇
壮
な
琉
球
王
行

列
や
大
名
行
列
、
薙
刀
行
列
が
闊
歩

し
、
深
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
太
鼓

踊
り
の
リ
ズ
ム
が
響
き
渡
る
―
―

―
。
い
ち
き
串
木
野
市
大
里
地
区
に

伝
わ
る
七
夕
踊
は
１
６
８
４
年
、
大

里
田
圃
（
た
ん
ぼ
）
の
開
田
祝
い
の

余
興
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
田
園

風
景
の
中
で
行
わ
れ
、
地
区
の
人
々

本踊りとなる「太鼓踊り」は全員が花笠
を被る

市
来
七
夕
踊
り
に
参
加
し
ま
し
た

に
は
「
七
夕
踊
」
の
継
承
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
存

会
の
指
導
者
で
あ
る
「
庭
割
」
の
役

を
担
う
東
瀬
戸
鹿
児
島
県
職
労
委
員

長
か
ら
協
力
要
請
が
あ
り
、
ろ
う
き

ん
か
ら
も
踊
り
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
七
夕
踊
は
毎
年
、
８
月
７
日
に

近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
は
８
月
11
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

鹿
児
島
県
本
部
と
川
内
支
店
、
鹿
児

島
県
庁
支
店
か
ら
１
人
ず
つ
計
３
人

が
参
加
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
祭

り
を
熱
く
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

が
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
踊
り
や

舞
い
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
は
、
大
里

の
歴
史
が
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
大
里
地
区
出
身
者
は
、
必
ず
一
度

は
太
鼓
を
打
つ
の
が
習
わ
し
と
な
っ

て
お
り
、
踊
り
に
参
加
す
る
た
め
に

県
外
か
ら
帰
省
す
る
人
も
い
ま
す
。

一
方
、
踊
り
の
担
い
手
と
な
る
若
者

が
減
少
し
、

地
区
外
か
ら

の
協
力
な
し

虎の作り物（張り子）と虎狩り役
とのやりとりが面白い
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こ
く
み
ん
共
済 coop
〈
全
労
済
〉
の
「
団
体
生
命
共
済
」
は
団
体
ご
と
に
ま

と
ま
っ
て
加
入
し
、相
互
に
助
け
合
っ
て
病
気
や
け
が
に
よ
る
万
一
の
際
の
経
済
的

負
担
を
保
障
し
合
う
生
命
共
済
制
度
で
す
。
団
体
で
ま
と
ま
っ
て
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
手
頃
な
掛
金
で
、年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
掛
金
は
一
律
で
す
。ま
た
、

全
員
加
入
（
一
律
加
入
）
部
分
は
、健
康
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、組
合
員
全
員
が

加
入
で
き
、健
康
な
方
で
あ
れ
ば
追
加
加
入
で
さ
ら
に
保
障
を
充
実
で
き
ま
す
。

　
こ
の
団
体
生
命
共
済
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、組
合
員
の
保
障
基
盤
の
確

立
と
可
処
分
所
得
の
向
上
を
実
現
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
団
体
生
命
共
済
】

「
一
律
加
入
を
最
大
限
活
用
し
た
新
し
い

生
活
保
障
設
計
」取
り
組
み
の
ご
紹
介

私的保障
（共済・保険）

企業内保障
（企業・労働組合の保障）

公的保障
（社会保険制度など）

労

「保障ベース」の考え方
保障のピラミッド

働組合の保障
（こくみん共済 coop

＜全労済＞の一律加入）

企業保障

企業内保障について労働組合と共に
把握し、一律加入と合わせて本当に必
要な保障額の検討を行います。

※この保障内容をベースとして、団体ごとの最適な保障額については、企業・組織内保障を勘案した内容を設定いたします。

保障項目 死亡・重度障害 入院日額

保障額 1,000万円 10,000円

保障項目 基本契約 災害特約 災害入院特約 病気入院特約

加入口数 100口 100口 100口 100口

団体生命共済

企業・団体内保障における保
障基盤の確立

1

▼

執行部

組合員に対する保障の見直し
の提案・サポート

こくみん共済 coop〈全労済〉職員
の保障相談（個別対応）による最
適プランの提案

2

▼

組合員

可処分所得の向上

ゴール

 定期的な見直し
 ライフイベントに応じた見直し

保障の見直し実践

3

●保障基盤（保障のベース）の共通化
①最適保障の実現にあたり一定程度まとまった保障水準であること
②助け合いの制度の一律加入として、健康に不安を抱え、保険・共済に加入できない組合員に
　とっても一定の保障額であること
③保障のベースとして単身者においても必要とされる水準であること
　
以上の条件をクリアできる水準として、下記保障内容を一律加入とすることを提案しています。

例えば・・・

（1）住宅ローン返済額の増額（返済期間の短縮）

（2）奨学金をはじめとしたローン返済

（3）将来に向けた預貯金をはじめとした資産形成

（4）余暇の充実など生活水準の向上 など 生活向上の実感

●保障の見直しサイクルの定着イメージ
（自由に使えるお金）

＜ご提案内容＞
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こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
× 

お
母
さ
ん
大
学

「
親
子
で
み
そ
ま
る
教
室
in
鹿
児
島
」を
開
催
し
ま
し
た
！

　
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
と
お
母
さ
ん
大
学
が
共
同
し
、夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
「
親
子
で

み
そ
ま
る
教
室in
鹿
児
島
」
を
7
月
24
日
（
水
）
鹿
児
島
推
進
本
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、〝
孤
育
て
を
な
く
そ
う
〟プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、親
子
で
み
そ
に
つ
い
て
学
び
、「
み

そ
ま
る
」づ
く
り
を
体
験
し
て
、小
学
生
の
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
40
名
の
親
子
が
参
加
し
、み
そ
の
種
類
や
つ
く
り
方
な
ど
の
基
本
を
学
ん
だ
あ
と
、み
そ
の
食

べ
比
べ
や
「
み
そ
ま
る
」
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
か
ら
は
、「
み
そ
は
普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
の
に
、知
ら
な
い
こ
と
が

多
く
て
目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ
た
」「
親
子
で
一
緒
に
料
理
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
嬉
し
か
っ
た
」
な

ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
み
そ
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
知
れ
て
よ
か
っ
た
」「
丸

め
る
と
こ
ろ
、飾
り
つ
け
る
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉と
お
母
さ
ん
大
学
は
、〝
孤
育
て
を
な
く
そ
う
〟プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

お
母
さ
ん
記
者
の
子
育
て
記
事
を
掲
載
し
た
『
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
』
の
配
布
や
、子
育
て
講
演
会
＆
み

そ
ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
1
日
お
母
さ
ん
大
学
』
の
開
催
を
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。『
お
母
さ
ん
業

界
新
聞
』
は
共
済
シ
ョ
ッ
プ
で
無
償
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
共
済
シ
ョ
ッ
プ
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　こくみん共済 coop〈全労済〉は、豊かで安心で
きる社会をめざして「防災・減災活動」「環境保全
活動」「子どもの健全育成活動」を重点分野と位置
づけ、積極的に地域社会へ貢献する活動を展開して
います。
　その一環として、「人と人とがささえあい、安心し
て暮らせる未来へ」をテーマに、これらの活動の輪
を広げて、安心のネットワークをひろげていく取り
組みを支援します。地域で活動する皆さまからの
多数の応募をお待ちしております。

＜お問い合わせ・応募書類提出先＞
こくみん共済 coop　ブランド戦略部内
地域貢献助成事業事務局
〒151-8571 東京都渋谷区代々木2-12-10
TEL：03-3299-0161 （平日10時～17時　土日祝を除く）
　　　　　90_shakaikouken@zenrosai.coop

報告

P35（パパさんGO！）（神奈川県）

子どもの
健全育成活動

子どもの
健全育成活動

necoツーリズム（沖縄県）

防災・減災活動防災・減災活動

笹目川の環境を守る会（埼玉県）

環境保全活動環境保全活動

地域貢献助成事業 2019年募集地域貢献助成事業 2019年募集

こくみん共済 coop 〈全労済〉

こくみん共済 coop は、豊かで安心できる社会をめざして
「防災・減災活動」「環境保全活動」「子どもの健全育成活動」を重点分野と位置づけ、

積極的に地域社会へ貢献する活動を展開しています。
その一環として、「人と人とがささえあい、安心して暮らせる未来へ」をテーマに、 

これらの活動の輪を広げて、安心のネットワークをひろげていく取り組みを支援します。 
地域で活動する皆さまからの多数の応募をお待ちしております。

2019年
9月20日（金）～
10月10日（木）

(当日消印有効)

2019年
9月20日（金）～
10月10日（木）

(当日消印有効)

応募受付期間 

2019年こくみん共済 coop〈全労済〉地域貢献助成事業のご案内
応募受付期間　2019年９月20日（金）～10月10日（木）

参加者の集合写真

発表する子供たちと講師の藤本　智子さん(みそソムリエ)

こくみん共済 coop 助成事業 検索
※詳しくはホームページをご覧ください。

Eメール



睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

そ
れ
は
、
例
え
ば
災
害
な
ど
で

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
時
に
眠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
命
の
危
険
が
あ
る
か
ら
で

す
。

　
ま
た
、
眠
く
な
る
時
間
は
起

き
た
時
間
で
決
ま
り
ま
す
。
い

つ
も
よ
り
早
い
時
間
に
布
団
に

入
っ
て
も
寝
つ
け
な
い
の
は
当

然
で
す
。
そ
れ
な
の
に
「
早
く

眠
ら
な
く
て
は
。
ど
う
し
て
眠

れ
な
い
ん
だ
」
と
焦
る
と
、
脳

が
覚
醒
し
て
、
ま
す
ま
す
眠
れ

な
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥

り
ま
す
。
さ
ら
に
眠
れ
な
い
こ

と
自
体
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

緊
張
し
て
脳
が
す
っ
か
り
目
覚

め
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
解
決
の
た
め
の
第
１
段
階
は

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
す
。
カ

フ
ェ
イ
ン
や
お
酒
を
控
え
る
、時

間
に
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
心
が

け
る
、軽
い
運
動
を
す
る
、毎
日

同
じ
時
間
に
起
き
て
朝
の
光
を

浴
び
る
、
睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ

ら
ず
眠
く
な
っ
て
か
ら
布
団
に

入
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
不
眠
が
続
く
と
、
う
つ
な
ど

の
精
神
疾
患
や
身
体
疾
患
を
引

き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
め
て
も
不
眠
が

改
善
し
な
い
場
合
は
、
睡
眠
外

来
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
に
、
別
の
医
療
機
関
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
過
重
労

働
に
よ
る
診
療
へ
の
悪
影
響
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
労
済
が
〝
こ
く
み
ん
共
済 coop

〟

に
名
称
が
変
わ
っ
て
、少
し
新
し
さ
と

親
し
み
や
す
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

 

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
噴
火
口
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

仕
事
で
車
や
バ
イ
ク
に
乗
る
の
で

「
高
齢
者
マ
ー
ク
」
が
つ
い
た
車
を

見
る
と
正
直
、ド
キ
ッ
と
し
ま
す
…
。

　「
よ
い
睡
眠
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ

フ
！
」
と
て
も
気
に
な
る
内
容
で

し
た
…
。
疲
れ
が
取
れ
な
い
と
感

じ
て
い
た
の
で
、
一
度
睡
眠
外
来

に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
、
と
考
え

ま
し
た
。 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
ろ
う
き
ん
を
退
職
時
か
ら
利
用

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
便
利
で
す
ね
。
退
職
後

は
組
合
の
な
い
小
さ
な
組
織
で

パ
ー
ト
を
３
年
や
り
ま
し
た
。
今

さ
ら
な
が
ら
人
権
に
守
ら
れ
て
い

た
時
期
を
思
い
出
し
ま
す
。

 

（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）

　
不
眠
に
な
り
や
す
い
人
に

は
心
理
的
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
翌
日
の
た
め
に
早
く
寝

よ
う
と
す
る
、
布
団
に
入
っ

て
「
な
ぜ
寝
つ
け
な
い
の
か
」

と
悩
む
、
布
団
の
中
で
嫌
な

こ
と
を
思
い
返
し
考
え
込
む
、

先
々
の
不
安
に
つ
い
て
思
い

悩
む
―
―
が
多
い
こ
と
で
す
。

　
暇
な
時
間
が
嫌
い
で
で
き

る
限
り
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

し
よ
う
と
す
る
人
、
周
囲
に

認
め
ら
れ
よ
う
と
か
成
果
を

出
そ
う
と
頑
張
り
す
ぎ
る

人
、
時
間
に
追
わ
れ
て
焦
る

人
も
不
眠
症
に
な
り
や
す
い

タ
イ
プ
で
す
。

　
緊
張
し
て
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
と
脳
は
覚
醒
し
ま
す
。

⑥脳を目覚めさせるストレス

無給医
　

大
学
病
院
な
ど
で
実
質
的
に
労
働

の
実
態
が
あ
る
の
に
、
給
料
が
支
払

わ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
医
師

の
こ
と
。

　

６
月
に
文
科
省
が
公
表
し
た
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
調
査
対
象
と
な
っ
た

１
０
８
病
院
の
う
ち
、
少
な
く
と
も

50
を
超
え
る
大
学
病
院
で
、
こ
う
し

た
無
給
医
が
約
２
０
０
０
人
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
大
学
病
院
で
は
、

若
年
医
師
が
「
自
己
研
さ
ん
」
の
名

目
で
診
療
を
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。

　

生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
深
夜
や
休

読
　
者

か
ら
の

声

242

安
全
に
運
転
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
早

く
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
奄
美
市
・
男
性
）

　
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
訴
え
る

「
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
和
へ
の
思
い
を
込
め

て
走
ら
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ま
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ピ
ッ
ト
く
ん

の
壁
紙
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
っ
て
ま

す
。 

（
指
宿
市
・
女
性
）

　「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た

が
、
も
と
も
と
の
住
民
が
住
め
な
く

な
る
再
開
発
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
ね
。

（
出
水
市
・
男
性
）
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姶
良
伊
佐
地
域
労
働
者
福
祉
協
議

会
と
連
合
姶
良
伊
佐
地
域
協
議
会
青

年
委
員
会
は
８
月
17
日
（
土
）、
国

分
ス
タ
ー
レ
ー
ン
で
第
10
回
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
10
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
労
組
の
仲
間
や
退
職
者
会

の
会
員
ら
73
人
が
２
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
中
は
ス
ト
ラ
イ

ク
や
ス
ペ
ア
が
出
る
度
に
あ
ち
こ
ち

で
歓
声
が
あ
が
る
な
ど
白
熱
し
た
展

開
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
団
体
賞
５
本
、入
賞
10
本
、

飛
び
賞
の
ほ
か
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

多
く
の
賞
品
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
10
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協他のチームのスコアも気になります

　
結
果
は
、
団
体
で
「
イ
ケ
ダ
パ
ン

労
組
」
が
優
勝
、
準
優
勝
は
「
姶
良

市
職
労
組
Ｂ
」、
個
人
で
は
、
吉
永
利

行
さ
ん
（
霧
島
市
職
労
組
）
が
優
勝
、

準
優
勝
は
平
山
雅
章
さ
ん
（
姶
良
市

職
労
組
）
で
し
た
。
抽
選
会
で
は
、

郵
政
退
職
者
会
の
川
崎
隆
志
さ
ん
が

特
等
賞
を
引
き
当
て
ま
し
た
。

　
ス
コ
ア
が
振
る
わ
な
か
っ
た
参
加

者
も
、
飛
び
賞
や
抽
選
会
で
賞
品
を

獲
得
し
、
最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
開
催

南
薩
地
域
労
福
協

　
南
薩
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
と

連
合
南
薩
地
域
協
議
会
南
さ
つ
ま
ブ

ロ
ッ
ク
は
７
月
26
日
（
金
）、
南
さ

つ
ま
市
の
ラ
イ
フ
イ
ン
ボ
ウ
ル
で
交

流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
職
場
や
単
組
の
メ
ン
バ
ー

41
人
が
参
加
。
日
ご
ろ
の
運
動
不
足

を
解
消
し
よ
う
と
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー

も
飛
び
出
す
な
ど
、
参
加
者
は
２

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
も
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
優
勝
者
に
コ
ー
ヒ
ー

メ
ー
カ
ー
、
準
優
勝
と
ブ
ー
ビ
ー
賞

に
は
電
気
ケ
ト
ル
、
３
位
と
飛
び
賞

に
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
扇
風
機
が
贈
ら

れ
、
そ
の
他
の
参
加
者
に
も
参
加
賞

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
男
性
の
部
で
は
、
上
舞
重
昭
さ
ん

（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
が
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア

３
２
０
で
優
勝
し
、
準
優
勝
は
田
代

大
地
さ
ん
（
南
さ
つ
ま
市
職
労
）、

３
位
は
内
村
修
己
さ
ん（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

で
し
た
。

　
ま
た
女
性
の
部
は
、
福
島
明
美
さ

ん
（
南
さ
つ
ま

市
職
労
）が
ト
ー

タ
ル
ス
コ
ア
２

６
１
で
優
勝
し
、

準
優
勝
は
藤
崎

里
美
さ
ん
（
Ｊ

Ｐ
労
組
）、
３
位

は
川
口
さ
と
み

さ
ん
（
鹿
教
組
）

で
し
た
。

　
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
九
州
ろ

う
き
ん
と
連
携
し
て
奨
学
金
問
題
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
奨
学
金
借
換
専

用｢

つ
な
ぐ｣

の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

労
福
協
独
自
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
全
国

で
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
�

　「
好
都
合
な
５
２
５
」
は
毎
月
の

放
送
日
が
日
曜
日
午
後
５
時
25
分
か

ら
で
す
が
、
10
月
の
放
送
日
程
は
、

Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り

毎
回
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
放
送
時
間
は
Ｈ
Ｐ
や
新
聞
の
番
組

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
週
日
曜
日
17
時
25
分
～
放
送

｢

好
都
合
な
525｣

番
組
内
で

ろ
う
き
ん｢

つ
な
ぐ｣

テ
レ
ビ
CM

鹿児島読売テレビ＜ＫＹＴ＞
｢好都合な525（ゴーニーゴー）｣
放送日
（毎週日曜日午後5時25分～）
　10月5日㈯、14日㈪、
　　19日㈯、27日㈪
　※10月のみ放送日程変更
　11月3日、10日、17日、24日
　12月1日、8日、15日、22日、
　　29日

楽しいパソコン教室のご案内
（鹿児島地区）
開催日：2019年10月5日（土）
　　　　Word入門（初　級）Excel入門（初　級）
　　　　10月6日（日）
　　　　Word入門（実務編）Excel入門（実務編）
開催時間：10時～16時（休憩60分／昼食各自）
会　場：アエールプラザ（鹿児島市中央町22-16-4F）
定　員：各日15人（先着順）

（鹿屋地区）
開催日：2019年10月26日（土）
　　　　オリジナルのフォトアルバムを作ろう！

　　　　～パワーポイント編～
　　　　10月27日 （日）
　　　　年賀状を作ろう！～ワード編～
開催時間：10時～15時（休憩60分／昼食各自）
会　場：リナシティかのや情報プラザ１Fパソコン学習室

（鹿屋市大手町１番１号）
定　員：各日15人（先着順）

問い合わせ先　（一社）鹿児島県労働者福祉協議会
　　　　　　　☎099-254-3832（平日９時～17時）

「研究集会」「創立60周年記念事業」開催
　県労福協は2019年9月12日で創立60周年を迎え
ます。本年は「研究集会」と「創立60周年記念事
業」を同日開催いたします。なお、参加について
は各構成組織を通じて申し込みください。

開催日：2019年10月18日（金）
会　場：鹿児島サンロイヤルホテル
時　間：[研究集会]14時30分～16時00分
　　　　講師／法政大学大学院教授・

連合大学院専任教員　栗本　昭氏
　　　　記念講演／「（仮題）協同組合と労働運動」
　　　　[創立60周年記念事業]
　　　　〈記念講演〉
　　　　　落語家／桂　竹丸　師匠

16時15分～17時15分
　　　　〈記念式典・レセプション〉

17時30分～19時30分
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開催日 時間 場所

令和元年
10月31日㈭

午後１時から
午後４時まで

かごしま県民交流センター
（鹿児島市山下町14-50）

令和元年
11月12日㈫

午後１時から
午後４時まで

徳之島町生涯学習センター
（大島郡徳之島町亀津2918番地）

令和元年
11月28日㈭

午後１時から
午後４時まで

かごしま県民交流センター
（鹿児島市山下町14-50）

令和元年
12月10日㈫

午後６時から
午後９時まで

かごしま県民交流センター
（鹿児島市山下町14-50）

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
…
…
雲
は
高
積
雲
の
別
名

４
　
勝
浦
、
輪
島
、
呼
子
が
有

名

7
　
取
り
あ
え
ず
ジ
ョ
ッ
キ
で

グ
イ

８
　
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
時

９
　
…
…
頃
、
…
…
月
、
…
…

端

11
　
生
産
量
世
界
一
は
チ
リ

12
　
話
す
時
は
御
社
、
書
く
時

は
？

14
　
哺
乳
類
で
す
が
、
漢
字
で

は
魚
偏
が
付
き
ま
す

16
　
将
来
得
す
る
た
め
に
は
必

要
だ
と
も
い
わ
れ
ま
す

17
　「
も
の
の
ふ
」
と
も
言
い

ま
す

19
　
上
下
に
対
し
て
水
平
の
方

向

21
　
何
か
が
起
こ
る
前
ぶ
れ

24
　
積
も
っ
た
怒
り
の
こ
と

25
　
窒
素
を
約
８
割
含
む
気
体

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
田
舎
と
い
う
意
味
で
す

２
　
料
理
店
の
テ
ー
ブ
ル
の
必

需
品�

３
　
鼻
の
病
気
を
治
す
…
…
科

医
院

４
　
女
声
の
低
音
域

5
　
駅
弁
の
代
表
格
…
…
め
し

6
　
ボ
ー
っ
と
生
き
て
い
る
と

叱
ら
れ
ま
す

10
　
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
ビ
バ

ル
デ
ィ
の
代
表
的
協
奏
曲

11
　
ソ
ロ
で
す

13
　
鳥
類
の
祖
先
の
一
種
と
か

15
　
テ
ニ
ス
で
は
ゼ
ロ
の
こ
と

18
　
ナ
チ
ュ
ラ
ル

20
　
仕
事
で
の
微
妙
な
要
領

22
　
…
…
城
、
…
…
港
、
…
…

造

23
　
一
年
の
う
ち
で
降
水
量
の

多
い
時
期
。
梅
雨
や
秋
雨

の
頃

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
中
村
由
紀
菜	

新
地
　
憲
一

　
福
田
　
魁
星	

山
口
し
お
り

　
末
吉
か
つ
子	

今
村
　
琴
実

　
長
山
さ
つ
き	

山
元
　
幸
一

　
榎
木
　
　
明	

前
村
　
一
哉

　
杉
田
　
真
之	

上
村
　
宗
市

　
天
本
　
博
子	

吉
村
　
美
幸

　
徳
留
　
　
優	

小
川
　
　
綾

　
岩
下
　
徳
次	

堤
　
　
真
紀

　
村
山
　
和
美	

野
崎
か
お
り

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
９
年
10
月

７
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
８
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

１
１
６
通
で
、
１
１
４
通
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記

の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ラジオタイソウ（ラジオ体操）」

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

♦�消費者被害やトラブルの「電話相談」開催
　当法人に所属する専門家（弁護士、消費生活相談員など）
が消費者トラブルに関わるさまざまな相談を電話でアド
バイスします。
◦日　時　10月12日（土）10：00～16：00
◦電　話　099-286-1129　　◦相談料　無料
お問い合わせ
ＮＰＯ法人消費者ネットワークかごしま
〒890-0037鹿児島市広木１丁目１番１号
☎099-286-1129　n099-813-4163

多重債務者相談強化キャンペーン2019
「借金・債務整理に関する無料法律相談会」を開催

弁護士・司法書士による「無料法律相談会」
保健師による「こころの悩み相談」も実施します

＜予約・お問い合わせ先＞
鹿児島県男女共同参画局消費者行政推進室　099-286-2533
労福協も県多重債務者対策協議会に参画し協力しています�


